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第１回北海道次世代半導体産業立地推進連携会議 議事録 

 

日時：令和７年３月２７日（木）  

１５：００～１５:４５  

場所：本庁舎３階 知事会議室  

 

【三橋副知事】 

それではお時間になりましたので、これより北海道次世代半導体産業立地推進連携会 

議を開催させていただきたいと思います。本日は大変お忙しい中、構成機関の皆様、そ

してラピダス社の清水専務様にご出席いただきまして本当にありがとうございます。 

それでは早速、議事に基づき進めさせていただきたいと思います。 

まず議事の１番、次世代半導体製造拠点整備の進捗状況について、ラピダス社の清水 

専務様からご説明をお願いいたします。よろしくお願いします。 

 

【ラピダス株式会社 清水専務】 

ラピダスの清水と申します。今日はお時間をいただきましてありがとうございます。 

次世代半導体プロジェクト、千歳の美々ワールドで進めているこのプロジェクトの状況 

について、これまでの振り返りも含めて、お話をさせていただきたいと思っております。 

私は２年前にラピダスに入社いたしまして、入社して 1ヶ月後に撮った美々ワールド 

の写真です。2023 年３月は何もない状態でしたが、以降、皆様方のご支援により、色々

進んでおります。 

2023 年の９月に起工式を行い、冬場も休むことなく建築工事を進めることができまし 

た。この写真を撮ったのは 12 月 25 日で、向かって右側半分のクリーンルーム化は既に

終えており、12 月から製造設備の搬入を開始いたしました。中でも、非常にシンボリッ

クな設備がＥＵＶ露光装置であります。 

このＥＵＶ露光装置の搬入に関しましては、昨年の 12 月 18 日に、今日ご参加いただ 

いております、鈴木知事をはじめ、横田市長、そのほか関係の方々のご参列をいただき

まして、搬入記念式典を開催いたしました。 

これは、製造装置メーカーであるオランダのＡＳＭＬ社から、我々の拠点に搬入する 

製造装置をコンテナに入れて運び出すところの写真であります。このコンテナを、ジャ

ンボジェット機で新千歳空港まで運んできていただきました。１便では終わりませんで、

大体１週間に１便ずつで、トータル３便を使って新千歳空港に運んできていただきまし

た。12 月 25 日、空撮映像をお見せしましたが、この非常にシンボリックな設備をこれ

から搬入し、立ち上げるぞということで、弊社ラピダスの従業員と製造装置メーカーで

あるＡＳＭＬ社の方々と一緒に写真を撮ったということになります。色々なマスコミ報

道で、日本国内でＥＵＶ露光装置は、ラピダスに続いて導入の動きが始まっております

が、量産タイプとしては初号機の設置です。 

我々が開発しますＧＡＡという２nm 世代ロジックトランジスタですが、実はこれ 1個 

だけでは用をなしません。半導体のパッケージの中には、２nm ロジック以外にも色々な

半導体が入っております。その半導体を 1つの箱に集めてロジックチップの性能をフル

に引き出すことが重要です。色々なチップを 1個の箱に入れるというところを、先端パ

ッケージングといいまして、技術の差別化の大きな要素の１つとなっておりまして、

我々はそこもやります。 

もう少し詳しくお話すると、図にタイルのようなものを示しています。タイルは色が 

分かれており、それぞれの色にテクノロジー世代の数値が書いております。例えば、ピ
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ンク色が２nm、水色は 32nm。実は、このパッケージングの中で、それぞれ機能ブロック

ごとに最適なデザインルールによる作り方というのがあり、それぞれの機能ブロックご

とに、コスト的にも性能的にも最もバランスのとれたものを寄せ集めてきて、1個の完

成したパッケージの中に詰め込むということが、盛んに行われております。先ほどお話

ししたように、２nm 世代ロジックトランジスタだけでは駄目で、それをダイヤモンドの

輝きに変えていくのが、先端パッケージ技術となっております。 

ラピダスは、この先端パッケージ技術の開発ラインをＩＩＭのすぐ隣にあるセイコー 

エプソン様の千歳事業所の数フロアをお借りし、研究開発することをＮＥＤＯ様にご承

認いただきまして、開発ライン構築を進めているところであります。 

この先端パッケージまで含めた２nm 世代の開発ですがニューヨーク州のアルバニーと 

いうところにある研究施設に 150 名ほどのエンジニアを送り、その一部のエンジニアが

千歳に戻ってきます。 

先端パッケージの開発も、隣のセイコーエプソン様の建屋で我々が開発し、それをＩ 

ＩＭに持ち寄って、ＩＩＭから先端パッケージングされたロジックデバイスを世の中に

出していくことをラピダスは目指しております。 

今回、北海道での事業ということで、大きなチャレンジがあります。それは生産材料 

のロジスティックスです。半導体の先端ロジックの製造に使用する生産材料は、非常に

多岐にわたり、日本全国から持ってきます。その際に、日本の中で３ヶ所に拠点をつく

りまして、各サプライヤー様には拠点に持ってきていただき、そこから集中輸送すると

いうことを考えております。これを実現しますと、個別輸送に対して大幅なＣＯ2削減

が可能であるということで、我々はこの体制の構築に取り組んでおります。 

加えて、北海道の皆様には多大なるご支援をいただきまして、特にインフラ整備、道 

路・用水、これは千歳市様、北海道庁様に多大なご支援いただきまして、色々な工事、 

計画を遂行していただいております。その他、電気、都市ガス、住宅環境等につきまし

ても、我々が将来ここでＩＩＭ－２以降もやっていけるようなことを見据えた整備を、

北海道としてサポートしていただいておりますので、これには非常に感謝申し上げてお

ります。ありがとうございます。 

また、北海道庁様主催の道民セミナー、我々の事業を道内の方に広く知っていただけ 

るよう、24 年度全 14 地域で説明の場をいただきました。 

もう 1つ、次代を担う若者たちに、我々の事業、我々の業界を知ってもらいたいとい 

うことで、小学生に向けた出前授業を試験的に始めました。子どもたち向けにクリーン

スーツ等も作り、より身近に半導体を感じてもらおうという取り組みもやっております。 

いよいよ製造装置の搬入も始まり、ウェハを使った研究開発が始まります。 

この千歳から世界中に人と物と情報が行き、世界中から人と物と情報が集まってきま 

す。まさに、未来をつくる半導体を北海道から世界へ送り出しますので、引き続き、関

係の皆様方のご支援をいただきながら、我々一丸となって頑張っていきたいと思ってお

ります。 

以上で、私のお話を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

【三橋副知事】 

清水専務、ありがとうございました。清水専務は、業務の関係で、これをもってご退 

席されます。本当にありがとうございました。 

それでは、議題の２の方に移らせていただきたいと思います。 

令６年度の取組状況及び今後の取組の方向性について、経済部長から説明をお願いい

たします。 
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【水口経済部長】 

資料の２－１をご覧ください。道の取組についてご説明いたします。「半導体関連産

業の集積促進や人材育成等に向けた取組」についてでございます。 

① の「半導体関連産業の集積」に向けては、国内外の半導体関連展示会に出展し、本 

道の立地優位性をＰＲしたほか、道内企業の参入促進に向けて、道内の３地域でセミナ

ーを開催いたしました。 

また、道内において半導体エコシステムを構築するため、地域での産学官ネットワー

クの構築・強化に取り組んでまいりました。 

② の「人材育成・確保」に向けては、理系分野への関心向上を図るため、高校生を対 

象とした出前講座や小・中学生を対象とした体験教室、さらには「サイエンスパーク」

において若年層向けのアニメ動画の放映やポスター展示などを実施いたしました。 

③ の道民の「理解促進」に向けては、道民の皆様を対象に、ラピダス社のプロジェク 

トや半導体への理解を深めていただくセミナーを全道 14 地域で開催したところでござ

います。 

④ の「その他」としては、ニューヨーク州関係者との今後の連携強化に向けたＭＯＵ 

を締結したほか、道民の皆様の安全・安心のため、千歳川でのＰＦＡＳ調査を実施いた

しました。 

次に、右側でございますが、関連インフラの整備として、ＪＲ千歳線を跨ぐ区間の工

事を受託しているほか、次世代半導体工場へ用水を供給するために必要な配水施設の建

設を進めているところでございます。 

２ページ目をご覧ください。「令和７年度の主な取組」について説明いたします。ま

ず、左側の「半導体関連産業の集積促進や人材育成等に向けた取組」についてです。 

① の「半導体関連産業の集積」に向けては、今年度に引き続き、国内外の半導体関連 

展示会へ出展するほか、道内企業の参入促進に向けたセミナーを実施するとともに、来

年度、新たに道外の半導体関連企業を対象とした立地意向調査を実施する予定でござい

まして、誘致活動の参考にしてまいりたいと思っております。 

② の「人材育成・確保」に向けては、今年度に引き続き、出前講座や体験教室を実施 

いたします。 

③ の道民の「理解促進」につきましては、セミナーを継続実施するほか、ラピダス社 

のプロジェクトの進捗や半導体を取り巻く情勢の変化などを踏まえ、昨年３月に策定し

たビジョンの改訂をしていきたいと考えています。 

④ の「その他」としては、ＭＯＵに基づき、ニューヨーク州との連携を強化するほか、 

今年度実施した千歳川におけるＰＦＡＳ調査を継続して実施する予定です。 

次に、資料の右側の「複合拠点の実現に向けた大学等との連携」について、説明いた

します。本事業は、半導体の複合拠点の実現に向けた中核的な事業として、札幌市及び

千歳市と連携し、北大や千歳科技大の持つ資源を活用して、半導体人材の育成と研究開

発に一体的に取り組むもので、国の交付金を活用して、来年度から新たに実施するもの

でございます。 

具体的には、①の「人材育成」と②の「教育研究拠点整備」では、北大において、教

育プログラムを構築するとともに、半導体の主要な製造工程の実習が可能なラボを整備

し、道内の他大学・高専にも提供する予定でございます。 

③の「研究開発」では、スマート農業や遠隔医療など、本道の特色を活かした先端半

導体の用途を開発する研究も含め、共同研究を支援し、大学と企業双方の研究開発力の

向上、さらには、研究に参画する大学院生の人材育成を図ってまいります。 

④の「産学官ネットワークの構築」では、本年に引き続き実施するほか、⑤の「情報 
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発信」では、新たにポータルサイトを構築し、取組内容やその成果を道内外の高校生等

に発信してまいります。 

３ページ目をご覧ください。道では、企業立地を取り巻く環境変化を踏まえ、企業立

地促進費補助金を拡充するほか、ＧＸ産業の集積に向けて、税制優遇の制度を創設した

ところでございます。詳しい内容については、後ほど資料を確認していただければと思

います。 

４ページ目をご覧ください。関連インフラの整備として、①の街路事業受託事業では、

跨線橋の工事に着手することとしておりまして、②の苫小牧地区工業用水道配水施設建

設事業では、配水管については、令和７年度末までに全延長の約８割の工事が完成する

予定であるほか、中継ポンプ場については、７月に現地工事に着手し、年度内に建屋の

基礎が完成する予定でございます。 

なお、ビジョンの関連事業と本連携会議で設置している市町村ネットワーク構成市町

村等における主な取組につきましては、参考資料としてまとめておりますので、後ほど

ご覧いただければと思います。私からは以上です。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございました。 

それでは続きまして、北海道経済産業局の鈴木局長様からご説明をお願いいたします。 

 

【鈴木北海道経済産業局長】 

資料２－２をご覧ください。「半導体政策と北海道経済産業局の取組」についてご説 

明いたします。 

１ページ目ですが、経済産業省は半導体を我が国の産業の成長と経済安全保障上の重

要な戦略物質として位置付けております。関連予算を 2022 年度から３年間、４兆円を

計上してきたところであります。今後も、大規模で戦略的な支援を行うために、昨年 

１１月に閣議決定いたしました経済対策におきまして、2030 年度までの７年間で、10

兆円以上の公的支援を行う「ＡＩ・半導体産業基盤強化フレーム」を策定いたしました。

これにより、今後 10 年間で 50 兆円を超える官民投資を促します。160 兆円の経済波及

効果の実現を目指してまいります。 

２ページ目です。このフレームを実現するために、通常国会に法案を提出して、３月 

25 日より、衆議院で審議が開始をされたところでございます。法案の中身は、情報処理

の促進に関する法律と特別会計に関する法律の一部改正ということですけども、先端的

な半導体の確保に向けまして、国が公募により選定した事業者に対し、情報処理推進機

構、ＩＰＡと言っておりますが、ここが出資や債務保証を行っております。これにより、

半導体関連企業が、生産を安定的に行うための資金調達等を支援するということになっ

ております。 

次に、経産局独自の取組ということで、３ページ目をご覧ください。半導体関連産業 

の基盤を支えるということで、人材の育成確保、それから取引の活性化が必要であると

いうことから、2023 年の６月に北海道半導体人材育成等推進協議会を設置いたしました。

構成機関は現在、72 ということで、北海道庁様、千歳市様、労働局様にもご参加をいた

だいているところであります。 

４ページ目でございます。まず人材についてですが、2023 年度に道内の関連企業にヒ

アリングし、どれぐらいの採用実績があったかということをまとめてあります。一番左

側が 2023 年度、241 人。2024 年度は 501 人ということでほぼ倍増してございます。こ

の数値はラピダス社も当然含んでおります。ラピダスの割合が大きいですが、それ以外
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の企業についても総じて増加傾向ということであります。各社とも、新卒の採用を増や

したいが、なかなか思うようにいかないので、中途採用でこれをカバーしてるという状

況であります。2030 年度はどうなりますか、というふうに聞いたところ、試算も加えて

大体 670 人ぐらいの方の雇用が見込まれるということでありました。 

５ページ目では採用希望に対し、企業が希望する数が充足されているのかどうかと 

いうことをあわせて調べてみました。左側が 2023 年度ですが、メーカーさんに聞いた

採用の希望が 294 人のところ、実績が 241 人ということなので、53 人が不足してるとい

うことであります。右が 2024 年度ですが、この差が 95 人に拡大しているということで

あります。 

６ページ目を見ると、やはりこの現状を見ると、人材の充足というのは将来だけでは 

なくて、足元の課題でもあるということがお分かりいただけたかと思います。このギャ

ップを埋めなければいけないということであります。道内の半導体関連企業への就職者

数は、2023 年度実績に比べて、2030 年度には 670 人ということで、約３倍近い数値目

標を掲げて取り組んでいるところであります。とにかく、企業と学生の接点を多く作っ

ていきたい。学生さんに半導体産業関連の企業を知ってもらう、就職を意識してもらう、

こういうことが重要でありますので、重点的な取り組みとして、左側のオレンジのとこ

ろがありますが、実務家教員の派遣、こちらは企業にお勤めの専門家の方に大学や高専

を訪れていただいて、学生さんに向けて講義をしていただくということが 1つ、その下

の工場見学、これは逆に学生さんに企業の現場を見ていただく、それから、その次のイ

ンターンシップは、これはもう就職に直接結びつくインターンシップを強化する。こう

いう３本柱で取り組んでいるところであります。 

７ページ目はそのカリキュラムです。やはり大学、高専、共通のプログラムを整備し 

たい。北大を中心とした先生方に、このプログラムに基づいて講義を実施していただく

ということを考えてございます。 

８ページ目は取引の活性化ということで、ビジネスマッチングを行っております。左 

側にデバイス企業、発注側として５社の企業の名前の記載がございますが、この５社に

どういうニーズがあるかということを出していただきました。次は、それを道内の関連

の企業に情報公開して提案していただく、ということをいたしました。結果、80 社から

提案があって、そのうち、今 23 社と商談を行っているということでございます。 

９ページ目をご覧になっていただくと、ニーズ概要が左上から右下まで 18 個並んで 

おります。これが半導体企業が求めるニーズということで、それに対して、先ほど申し

上げた 80 社が、それぞれのテーマについて提案をしているということでありまして、

商談についても右側に記載がございますが、それだけの商談が現在、進行しているとい

うことであります。内容見てみますと、一番左側の治工具の製作、それから製造装置の

メンテナンスアップデート、人材コンテンツなどが、ニーズとして多いなということが

見ていただけると分かるかと思います 

最後になりますが、10 ページ目、先ほど物流の話がラピダス社からありましたが、半 

導体を作る時には、産業用のガスや薬液など、いわゆる危険物に相当するものもありま

すが、北海道ではこれは船舶輸送が主体となります。船舶の中で、危険物は類型ごと 

にゾーニングする必要があるということ、それから、少なくとも現在は、原材料のロッ 

トが小さいので、効率が悪いというような課題もございます。こういう課題があるとい 

うことを踏まえ、2024 年問題というものもあるため、昨年の 11 月に検討会議を設置い 

たしました。 

次の 11 ページ目ですが、やはり物流を効率化するため、あるいは安定供給するために 

は、各社の連携が必要だというふうな共通認識に至りましたので、来年度については、
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数社がチームによって、共同タスク、例えば貯蔵方法に係る継続協議など、そういった

ものの取組をトライアルではありますが、実施をしていくということを決定したところ

でございます。まずはスモールスタートで実証ということで、モデルを確立していきた

いと考えております。以上でございます。 

 

【三橋副知事】 

どうもありがとうございました。 

それでは続きまして、北海道労働局の三富局長様からご説明お願いいたします。 

 

【三富北海道労働局長】 

資料の２－３に基づき、労働局の取組についてご説明いたします。 

労働局といたしましては、昨年度より、半導体関連産業の人材確保に向けて、主に学 

生を対象とした合同企業説明会や就職面接会などのイベントを千歳市などにて開催して

きたところです。 

今年度においては、道内ハローワークの窓口における人材マッチングや求人充足のた 

めのコンサルティングなどを通じ、北海道半導体人材育成等協議会のサプライチェーン

マップに掲載された 139 企業について、118 名の雇用に繋げたところでございます。 

また、幅広い層に対して、半導体製造業界の可能性ですとか、働く上での魅力を発信 

するということで、昨年 11 月、エスコンフィールド北海道にて北海道次世代半導体フ

ェアを開催いたしまして、半導体関連企業 23 社にお集まりいただき、学生を中心に 161

名の方に来場いただいたところでございます。 

なお、千歳地域では、非常に多くの方が各地域から集まって建設設備工事に従事され 

ておりまして、今後も事業開始に向けてタイトなスケジュールの中で作業が長丁場に渡

って続くものと承知しております。 

当局といたしましては、労働災害防止や長時間労働の抑制の観点からも、引き続き、 

情報収集と適正な対応を行ってまいります。労働局からは以上です。 

 

【三橋副知事】 

どうもありがとうございます。 

それでは続きまして、北海道開発局の坂場局長様、お願いします。 

 

【坂場北海道開発局長】 

北海道開発局におきましては、昨年３月に閣議決定された第９期の北海道総合開発計 

画の中で、地域の強みを活かした成長産業の形成ということを主要施策の 1つとして取

り組んでおります。 

これを受け、成長産業を交通・物流面で支える道路ネットワークといたしまして、道 

央圏連絡道路、それから港湾・空港の整備の推進、成長産業を支える人材の居住環境の

整備に関する地域の取組支援等を行っており、今月の３月 15 日に道央圏連絡道路の中

樹林道路が開通したところでございます。 

また流域治水についても、生産空間を守り、安全・安心に住み続けられる強靱な国土 

づくりということを着実に進めてまいりたいと思っております。引き続き取組を進めて

まいりますので、関係機関の方とは密接に連携して取り組んでまいりたいと思っていま

す。 

以上でございます。 
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【三橋副知事】 

ありがとうございます。 

続きまして、北海道地方環境事務所、山本所長様からご説明をお願いいたします。 

 

【山本北海道地方環境事務所長】 

環境省北海道地方環境事務所長の山本です。 

まずは、関係者の皆様のご尽力により、ラピダス社の工場の操業に向けた準備等が

着々と進んでいることに、改めて敬意を表します。 

ラピダス社の工場の立地に当たりましては、当初、環境省としては半導体の製造過程

で使用される大量の水の水源、そして、有機フッ素化合物ＰＦＡＳに関して、環境及び

健康への影響を懸念したところでございます。 

まず、大量の水をどこから取水するかの水源の問題については、当初の美々ワールド

千歳工場団地の地下水から取水する案では、美々川の水位低下により、ラムサール登録

湿地であるウトナイ湖への影響、さらにはウトナイ湖周辺における自然生態系への影響

等を危惧しておりましたが、有識者懇話会により、苫小牧東部地域の工業用水である安

平川からの取水計画が決定されたことを受け、ウトナイ湖をはじめとする自然生態系へ

の影響は解消されたと思っております。 

次に、ＰＦＡＳの問題につきましては、国際的な動向を踏まえまして、環境省におい

ては、人の健康影響への未然防止のため、令和２年にＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの水質環境

基準体系における取扱いの見直しを実施したこともあり、ラピダス社における対応を注

視していたところですが、ラピダス社では半導体の製造においてＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ以

外の化学物質を使用すること、さらには、製造過程で発生する処理水については、工場

内で洗浄し、人体に影響がない状態で川に排出するというふうに伺っています。 

以上のことを踏まえると、私どもが当初に懸念していたことは、ラピダス社はじめ、

関係者のご努力により、現時点では払拭されたという認識でございます。工場の操業後

においても、環境及び人の健康への配慮を継続していただきたいというふうに考えてご

ざいます。 

最後に、先般、北海道及び千歳市で実施をいたしました千歳川等におけるＰＦＡＳの

調査結果では、国が定める暫定目標値を下回っていることが確認された訳でございます

が、ＰＦＡＳの問題については、昨今、国民の関心が高い事柄でもあり、今後、水道法

上の「水質基準」を引き上げる方針が示されていることを踏まえ、今後も継続される同

調査の結果等を把握しつつ、道民の安全・安心のため、関係機関と連携協力してまいり

たいと考えております。 

以上、今回のラピダス社の次世代半導体プロジェクトが、ゼロカーボン北海道の取組

との相乗効果により、自然環境と調和しながらも、大いなる経済効果が生み出されるこ

とを期待し、私からの発言とさせていただきます。以上でございます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございます。 

それでは、千歳市の横田市長様からご説明お願いいたします。 

 

【横田千歳市長】 

いつもありがとうございます。 

皆様には、多岐にわたるご支援、ご協力いただいておりますことに改めて感謝申し上 

げたいと思います。 
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現状について、資料２－４に基づき説明をさせていただきます。 

まず当市におきましては、ラピダス社を中心とした半導体産業の拠点化に向けての 

様々な取組を進めており、関連する予算措置額の累計、債務負担行為を含めますと、

200 億円超の規模となっております。 

市内には既に、装置メーカーや物流企業などの集積が進んでおり、半導体産業拠点と 

しての芽が着実に育ちつつあるほか、令和９年の量産開始に向けて、ますます拠点化が

進んでいくことを想定しているところであります。 

中心市街地においては、ホテル、オフィス開発等の民間投資の動きがかなりのスピー 

ドで活発化しているということで、本年はまさに、ラピダスの始動とともにまちが変わ

るターニングポイントの年として、にぎわいの増加などを通じた様々な波及効果を期待

しているところであります。 

次世代半導体拠点推進に係る取組の具体的な内容でありますが、資料の２ページをご 

覧いただきたいと思います。当市における主な取組といたしまして、インフラ整備、そ

の他受入環境整備という観点でご報告をいたしたいと思います。 

まず、３ページをお開きいただきたいと思います。道路と調整池等の整備であります 

が、今年度は調整池の整備が完了いたしました。令和７年度は、２年後の量産稼動に向

け、引き続き北海道にご協力をいただいており、先ほどもご説明いただきましたが、委

託工事として、美々南通の跨線橋の整備等を行ってまいります。 

資料４ページをお開きいただきたいと思います。上下水道等の整備と新たな工業団地 

の予定区域についてお示しをしております。上水道につきましては、試作ラインの稼働

用に水を供給するための管路整備が完了いたしまして、ラピダス社立地表明からちょう

ど２年になりますが、先月の２月 28 日に地元の関係者で通水式を執り行い、供用開始

をしたところであります。 

下水道につきましては、量産体制時の排水処理に対応するための美々汚水中継ポンプ 

場、汚水圧送管の新設及び下水終末処理場の拡張などに着手しており、令和７年度は引

き続き整備を行ってまいります。 

これらの下水処理施設及び、先ほどの美々南通跨線橋の整備につきましては、地域産 

業構造転換インフラ整備推進交付金を活用させていただいており、当該交付金の予算確

保につきまして、皆様の引き続きのご協力、ご支援をお願いするものであります。 

新工業団地ですが、ちょうど図面のピンク色３カ所に分かれておりますが、ＪＲ南千 

歳駅や新千歳空港及び、ＩＩＭ－１にも近接する市内の柏台地区において整備を予定し

ており、資料５ページをお開きいただきたいと思いますが、イメージ図及びスケジュー

ルをお示ししていますが、ちょうど３つのＡＢＣのブロック、合計約 45 ヘクタールの

造成計画が進行中であり、令和 10 年度の一部分譲開始に向けまして、今後もスピード

感を持って進めてまいりたいと思います。 

工業団地造成につきましても、国の補助が大変重要となっております。皆様のご支援 

をお願いしたいと思いますし、また、北海道庁には、都市計画等の手続きの面でも大変

お世話になっているところであり、改めて感謝を申し上げたいと思います。 

次に６ページ、受入環境の整備ということで、何点かご説明させてもらいたいと思い 

ますが、昨年度から策定作業を進めておりました千歳市将来ビジョンが、この度、完成

しました。 

ラピダス社の立地によるまちの変化や、産業、人口などへの影響、将来のまちづくり

のコンセプトなどを描いており、今後は市民や企業、市外の皆様にこのビジョンを共有

していただき、さらなるまちの発展につなげてまいりたいと思っております。 

次に、半導体関連産業の集積でありますが、アンケート調査や、企業との延べ 240 件 
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以上の面談を実施し、産業集積に向けたニーズの把握に努めております。 

現在、市内には 37 社の半導体関連企業が立地をしております。引き続き半導体サプ 

ライチェーンの分析等を通して、拠点化を推進してまいります。 

次に、居住立地環境整備であります。千歳の不動産業界の団体や経済界等と連携をし 

て、ラピダス社をはじめとした半導体関連企業の従業員等の居住支援やオフィス等の拠

点設置支援のための取組を行っており、今後も企業の受入環境整備に向けた幅広い支援

を進めてまいります。 

最後に、人材育成でありますが、本市におきましては、ラピダス社に隣接する公立千 

歳科学技術大学が果たす役割が大変重要と考えております。 

先ほど水口部長からもご報告いただきましたが、内閣府の地方大学・地域産業創生交 

付金を活用して、北海道、札幌市とともに、北海道大学を中心とする半導体人材の育成

等に連携して取り組んでまいりたいと考えております。 

先ほど申し上げましたように、半導体ビジョンについては、市のホームページでも動 

画を含めて公開をしております。長い４分ぐらいのバージョンと、１分、さらに短いバ

ージョンがありますが、本日は 1分だけお時間をいただいて見ていただければと思いま

す。   

 

～動画上映（「千歳市将来ビジョン」コンセプトムービー《ショートバーション》）～ 

※上映した動画は以下の千歳市のホームペーに掲載されています。 

https://www.city.chitose.lg.jp/docs/chitose-futurevision.html 

 

今後とも半導体の拠点形成に向けて、さらなる取組を進めてまいりますので、皆様に 

は、引き続きのご支援、ご協力をいただきますようお願いを申し上げます。 

私からの報告は、以上であります。ありがとうございます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございました。それではここまでのご説明につきまして、ご意見、ご質問 

等がありましたら、お願いします。いかがでしょうか。 

それでは、最後に、知事からお願いいたします。 

 

【鈴木知事】 

皆様、年度末のお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

ラピダス社のプロジェクトでございますが、2023 年の２月に千歳市への立地を表明し

てから約２年が経過いたしました。この間、まずは次世代半導体の製造プロジェクトを

成功させることが何よりも重要という認識のもと、皆様と連携しながら、非常に前例の

ないスピードが求められるプロジェクトであり、スピード感をもって、用水や道路など

必要なインフラ整備や人材育成・確保など、必要な支援に取り組んできたところでござ

います。皆様にも、改めて感謝を申し上げたいと思います。 

先ほど、ラピダス社の清水様からプロジェクトの進捗状況についてご報告いただきま

したが、いよいよ来月４月１日からパイロットラインの立ち上げが開始する予定であり、

このプロジェクトにとって、重要なマイルストーンとなります。関係の皆様のこれまで

のご尽力に対しまして、私の立場からも心から感謝申し上げます。 

今後、本道では、産業集積に向けた動きが、先ほど千歳市長からもお話がございまし

たが、さらに活発になるところです。関連企業のさらなる進出や道内企業の参入、雇用

や関係人口の拡大などといった効果が期待される中、プロジェクトの次のマイルストー
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ンでございます、2027 年の量産製造開始に向けて、引き続き、プロジェクトへの必要な

支援をしっかりやっていかなければなりません。 

また、半導体の複合拠点の実現に向けた各般の施策を戦略的に展開していきたいと考

えておりますので、引き続きの皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

そして、先ほど鈴木局長からお話がございましたが、国で昨年 11 月に策定された「Ａ 

Ｉ・半導体産業基盤フレーム」において、2030 年度までに 10 兆円以上の公的支援を行

うこととしております。 

また、先月決定された「ＧＸ２０４０ビジョン」においては、国内随一の再エネポテ 

ンシャルを有する北海道が、ＧＸ産業集積の適地と位置づけられたところでございます。 

こうした国の方針は、半導体の複合拠点を実現し、全ての産業へのＤＸ化を展開する 

中で、その効果を全道に波及させることを目指す北海道のビジョンに基づく取組を力強 

く後押しいただけるものであると考えています。 

北海道では４月から、デジタル関連施策を一体的に推進するため、新たにＡＩ・ＤＸ

推進局を設置し、次世代半導体戦略室もそこに配置することとしたところでございます。 

ＡＩ・半導体を取り巻く情勢の変化や国の動きを注視しながら、ＤＸやＧＸの視点で

政策に横串を通し、あらゆる施策を総動員して、北海道の価値を一層押し上げていくこ

とが必要であるというふうに考えているところでございます。 

 これまでも、本日ご出席の皆様と緊密に連携しながら取組を進めてきたところでござ 

いますが、新年度はさらに重要な年度となってまいりますので、一層の連携を改めてお 

願い申し上げます。これからも引き続き、お願い申し上げます。 

 

【三橋副知事】 

ありがとうございました。 

それでは以上をもって、北海道次世代半導体産業立地推進連携会議を終了いたします。 

ご出席、ありがとうございました。 


